
 前回の学年通信で、レベルアップした学校生活や、帰宅後の時間を有意義に使うこ

とを提案しました。学校生活では、校長先生も仰っていましたが、１年生でも大きな

声で朝の挨拶が出来る人が増えてきました。また、各クラスでボール管理が出来ると

判 断 さ れ 、 昼 休 み に み ん な で ボ ー ル 遊 び を 楽 し ん で い る の が 嬉 し い で す 。  

ところで、今日は 2 学期末テストのプロフィールが渡されました。自分の学習方法

は正しかったか、テスト結果をしっかり分析してください。その学習に一番大切な授

業を万全の状態で受けていますか？まだまだ忘れ物が多いのが気になります。準備が

整っていなければ、授業に集中できないのではないでしょうか。学習は、毎日毎日の

積み重ねです。毎日を丁寧に過ごしている人は、学習面だけでなく人間としても着実

に成長しています。みんな一緒にレベルアップしていけるといいなと思っています  

さて、少し前になりますが、２学期の大きな行事、体育大会・学習発表会を振り返

って作文を書いてもらいました。それぞれ素直な気持ちが表現されていて、どれも良

かったです。今回は、 2 作品を紹介します。  
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「学習発表会」                   1 組  石山さん  

10 月 22 日。その日まで、たくさん練習してきた 1 組の「 COSMOS」。なかなか思うよ

うにいかなかった事もたくさんあった。他のパートにつられたり、高い音が出なかったり

して困った事は山ほどあった。それでもあきらめずに、最後の最後まで練習できた。そし

ていよいよ本番。クラス目標である｢金賞 ｣と自分の目標の｢今までの練習の成果を出す｣

そして何より悔いの残らないように精一杯、頑張って歌った。歌い終えると、体育館の中

から一斉に拍手が巻き起こって、｢歌い終わった～｣という感情が改めて沸き上がってきて

心が熱くなった。自分の席に戻るとホッとするような気持ちになった。そこから同学年の

歌、 2 年 3 年の先輩の歌を聞いてとても感動した。来年、自分達がこんなにすばらしい歌

を歌えるのか少し心配したけど、それが逆に次への自信になった。来年は、「指揮者をし

たいなぁ－」、「アルトもやってみたいな－」、「もう 1 度パートリーダーしたいな－」、

「あの曲歌いたいな－」と、様々な感情が溢れてきた。色々な感情の中でも 1 番強いのは

やっぱり「先輩方はすごくうまい」という事だ。来年、あんなにうまく歌えるかは分から

ないけど、今年と同じく精一杯やろうと思った。そして、おいしいおいしい弁当を食べて、

様々な部活動の演技や報告を聞き、待ちに待った結果発表。藤崎先生からの講評を聞いて、

いよいよその時がきた。銅賞…。 6 組。聞いた瞬間、金賞へと 1 歩近づいていくような楽

しいドキドキの気持ちと、賞に入っていなかったらどうしようという不安な気持ちが入り

交じってすごくソワソワした感じだった。銀賞…。 1 組。これを聞いて金賞じゃなかった

ことが分かった。すっごく悔しかった。なんで金賞じゃなかったのだろう。審査をうらむ

気持ちもあった。でも、これは 1 組の頑張りが形となって出てきてくれたから、それはそ

れで、すっごくうれしかった。体育館の大きな舞台で歌った「 COSMOS」は、絶対忘れな

い悔しい嬉しい思い出となった。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 16 日  自転車安全教室  死角実験など自転車に乗る時、危険なこと、   

               気をつけることを教えてもらいました。  

 

 

  

 

 

 

 

 

《今後の主な予定》  

12/5(水 )～ 11(火 ) 三者懇談  

12/7(金 ) 音楽鑑賞会  

12/10(月 ) 風紀当番 1 年生  

12/12(水 ) 専門委員会  

12/25(火 ) 終業式（ 6 時間授業有り、お弁当が必要） 

忘 れ ず に 持

っ て き て く

ださい。  

「学び得た事」                   ２組  小畑さん  

今回の学習発表会では、私は学習委員として看板作りにはげみ、なれない音符を書い  

たり切ったりしました。体育大会では、委員にも入っておらず、準備でなかなか貢献で

きませんでしたが、そういう面では学習発表会は貢献できたと思います。が、看板作り

の最後の日は阪神大会前で途中抜けてしまったので、体育館準備でみたのが初めてでし

た。すごくかわいくなっていて、感動でいっぱいでした。  

合唱は、担任の先生がいなくて大変でした。中には反抗する人が陰でいたりして、 1

つになっているかと言われると正直よく分かりませんでした。私はゴールがそろってい

ても、同じ道を通らないと絶対いい歌は歌えない。そう思っていたので、本番まで日が

少ない中、不安でいっぱいでした。やるよと言われても男女両方にしゃべっている人が

いて、正直いらっとするときもありました。ですが当日のみんなの目は違っていて「金

賞」という文字が、 1 人 1 人の顔にかかれているぐらいやる気が感じられたので、教室

にいるときに、もう「勝った」と分かっていました。ですが、いざ本番となるとほかの

クラスもすごく上手くて、緊張だけが心の中にたまっていきました。ハプニングが起こ

ったりして、半分諦めていました。もしも奇跡が起こるなら今起こって欲しい。そうな

れば飛び上がっちゃうやろな～、いろんな事を考えながら結果発表の時がきました。み

んなで手をつないで祈りました。私は先生の顔を見て「あっ、１位やな」と分かってい

ました。そして金賞と聞いた時、やはり飛び上がってしまいました。この瞬間涙が出そ

うなくらいうれしくて、笑顔がとまりませんでした。  

 私の題名は「学び得た事」ですが、仲間と協力し気持ちを 1 つにする大切さを学び、

努力の結果を得たという気持ちからこの題名にしました。来年も金賞をねらえるように

努力したいと思います。  

 


